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時の話題 

 

 群馬県曹洞宗青年会（渡辺龍道会長）主催の群馬県緑蔭禅の集いが２５日、高崎市吉井

町の仁叟寺で開かれた。市内外の５５人が座禅を体験し、精神統一を図った。 

 参加者は、姿勢や手の組み方などの指導を受け、息を整えて座禅に集中した。高崎市の

少林山達磨寺の広瀬正史住職による講話も行われた。参加者は寺に宿泊し、２６日も引き

続き座禅を行う。 

 禅に親しみ、寺を身近に感じてもらおうと、同会が毎年開催しており、今回で５４回目。 


